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大学図書館司書課程による情報リテラシー教育の可
能性 : 法政大学図書館司書課程の試みから
























































　2010 年度に習うならば、前期と後期の 2 回、2 週
にわたって 2 回の講座を開くことになる。震災のため、
授業開始時期が一ヶ月遅れたこともあり、各キャンパ









































　2011 年 7 月 11 日（月）1 時限（理論編）　
　2011 年 7 月 11 日（月）2 時限（実践編）　
　実施場所　市ヶ谷キャンパス　BT ６階演習室
　後期
　2011 年 11 月 15 日（火）1 時限（理論編） 
　2011 年 11 月 15 日（火）2 時限（理論編） 
　2011 年 11 月 22 日（火）1 時限（実践編） 























　　ド 2 ＆ 3）
　b. レポートの種類（レジメのスライド 4 ＆ 5）





　a. レポート課題の事例（レジメのスライド 22 ＆ 23）
　b. クリティカル思考の４つのキーワード：　論理性、
　　信頼性、独創性・創造性、
　　明快性（レジメのスライド 24 ～ 41）












































11 月 15 日（火）












































































　E － 1 11 月 2 日 （水）  4 時限 
　E － 2 11 月 16 日 （水）  4 時限
　F － 1 11 月 2 日 （水） 5 時限
　F － 2 11 月 16 日 （水） 5 時限
 　実施場所 小金井キャンパス 西館 6 階第二会議室
　参加人数、所属学部、学年
　E クラス   1 名 生命科学部  1 年生
　F クラス   4 名 生命科学部  2 年生  1 名   1 年生 3 名
（２）実施目標・内容の概略
   本講座を実施するにあたり、担当者間で確認をした
概ねの実施目標は、下記の通りである。
　① 90 分 2 コマの講座とする。
　② 3 キャンパスでの共通のレジュメを作成し、用い
　　ること。





















































































































































































































　2011 年 11 月 14 日（月）4 時限
　2011 年 11 月 14 日（月）5 時限
　2011 年 11 月 21 日（月）4 時限
　2011 年 11 月 21 日（月）5 時限





　1 回目の参加者 8 名の内訳は、1 年生 6 名、2 年生














　まず、DVD『情報の達人第 3 巻 . レポート・論文を
書こう！　誰にでも書ける 10 のステップ』（紀伊國屋

















































4 限 5 限
1 回目
2 回目
11 月 14 日（月）





































































は 7 月、後期では 11 ～ 12 月の実施が相応しいと考え
る。
　二点目は、開催時限についてである。今年度は月曜
4 時限のコースと、同 5 時限のコースの二つが設けら
れた。受講生は同一時限で 2 週続けて計 2 回受講する。


























































  ・1 回目　レポートとは何か：作文・感想文とレポー
トの違い、レポート作成の手順、レポートの構成
  ・2 回目　関連文献をさがす：主題調査、所在調査




















谷 7 名、多摩 8 名、小金井 5 名であった。受講生の学
年は 3 キャンパスあわせて、1 年生 15 名、2 年生 3




























































































多摩 5 名、小金井 5 名の、合計 17 名であるである。
②講座後アンケート結果











で聞いた。結果は表 1 の通りである。5 つ全ての項目
で「分かった」と回答した学生が最も多い結果となった。
　次に、この講座を受講した目的を達成できたかの問






























思うかを聞いた。その結果、3 分の 2 にあたる 11 人
が講座数を増やしてもよいと思うと回答していた。今






























手順 11 6 0 0
構成 11 5 1 0
資料集め 12 4 1 0
引用文献 14 3 0 0
































































































・ N A C S I S -
WEBCAT
iPad で実施
・法政 OPAC
・ジャパンナレッ
ジ＋
・理科年表プレ
ミアム
・Webcatplus
模範となるレ
ポートの紹介 
他の授業の学生
レポートを紹介
他の授業の学生
レポートを紹介
師が作った見本
レポートを紹介
生物系の論文を
紹介
参考文献の書き
方
スライドでの説
明
スライドでの説
明
SIST を使って参
考文献の書き方
を実習
表4　キャンパスごとで内容が異なった点
写真1　iPadを使った情報検索実習の様子
